
 

 

厚生労働科学研究費補助金 【エイズ対策政策研究事業】

ＨＩＶ検査の受検勧奨のための性産業の事業者及び従事者に関する研究

分担 研究報告書

性産業に従事する とトランスジェンダーの実態調査と受検勧奨

＜ を対象とした 型肝炎の拡大の注意喚起に関する効果評価調査＞

研究分担者： 今村顕史（がん・感染症センター都立駒込病院）

研究協力者： 岩橋恒太・荒木順子・木南拓也・鈴木敦大（特定非営利活動法人 コミ

ュニティセンター ）、国見亮佑（にじいろほっかいどう）、太田貴生（やろっこ コミュ

ニティセンター ）、生島嗣（特定非営利活動法人ぷれいす東京）、高久陽介（特定非営利

活動法人日本 陽性者ネットワーク ）、星野慎二（特定非営利活動法人 ）、石

田敏彦（ コミュニティセンター ）、新山賢（ えひめ

プロジェクト）、玉城祐貴（ コミュニティセンター ）

金子典代（名古屋市立大学）、カエベタ亜矢(新宿保健所)、堅多敦子(東京都福祉保健局)

A 研究目的 
性感染症の流行する環境は時代とともに大

きく変化してきており、その多くの情報が、雑

誌、ウエブページ、SNS 等で、より広く急速に

発信されるようになっている。したがって、現

代の環境に合ったハイリスク層への情報提供法

の確立は、性感染症の啓発や受検勧奨における

喫緊の課題のひとつと考えられている。 
MSM(Men who have Sex with Men)における

性行為による A 型肝炎の流行が、東京から全国

大都市へと広がり始めたことが大きな問題とな

った。本研究では、この A 型肝炎流行への緊急

対応によって、性感染症の医学的な情報、感染

予防策などを、より迅速にハイリスク層へ伝え

るために有効な方法を検討した。 
本研究班で実施された A 型肝炎の流行への対

策について、今後も継続的にアラート発信が必

要か、どのような取り組みが最も感染リスクの

高い層に届くかを明らかにするため、全国で行

った啓発の効果評価調査が必須であった。その

研究要旨 
性感染症の流行する環境は時代とともに大きく変化してきており、その多くの情報が、雑誌、ウ

エブページ、SNS 等で、より広く急速に発信されるようになっている。したがって、現代の環境に合

ったハイリスク層への情報提供法の確立は、性感染症の啓発や受検勧奨における喫緊の課題のひとつ

と考えられている。 
本研究では、A 型肝炎の流行への緊急対策によって、医学的情報や具体的な感染予防策などを、

より迅速にハイリスク層へ伝える方法が検討された。そして、コミュニティセンターなどの支援団体

との連携によって行われた啓発の効果評価のために、ゲイ・バイセクシュアル男性向けの GPS 機能付

き出会い系アプリを利用したアンケート調査を実施した。 
調査結果によって、MSM の性感染症における緊急啓発の効果評価や、A 型肝炎のワクチン接種

の実態の把握などの様々な結果が得られた。これらの結果は、今後の MSM における感染症のアウト

ブレイク時の広報立案に役立てることができるだろう。さらに、性の健康の増進に必要な内容の検討

にも、つなぐことも期待できると考えられた。 
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ため、MSM における A 型肝炎の感染拡大に関

する注意喚起、基礎知識、予防等について、全

国で啓発が行われたことの効果評価を行うこと

を目的として、ゲイ・バイセクシュアル男性向

けの GPS 機能付き出会い系アプリを利用したア

ンケート調査を計画した。 
 
B 研究方法 

本研究において、MSM を対象とした A 型肝

炎に関する情報やワクチン勧奨などの啓発を行

った協力団体は以下のとおりである。 
①にじいろほっかいどう 
②やろっこ/コミュニティセンターZEL 
③特定非営利活動法人 akta / コミュニティ

センターakta、 
④特定非営利活動法人 ぷれいす東京、 
⑤特定非営利活動法人 日本 HIV 陽性者ネッ

トワーク JaNP+、 
⑥特定非営利活動法人 SHIP、 
⑦エイズ・サポート千葉、 
⑧ANGEL LIFE NAGOYA / コミュニティセ

ンターrise 
⑨MASH 大阪/コミュニティセンターdista 
⑩HaaT えひめ / BRIDGE プロジェクト 
⑪nankr-OKINAWA / コミュニティセンター

mabui 
 

MSM を対象とした A 型肝炎の拡大の注意喚

起に関する効果評価調査を行うために、ゲイ・

バイセクシュアル男性向けの GPS 機能付き出会

い系アプリにバナーを貼付し、アンケートサイ

トへの協力アクセスを呼びかけた。本調査専用

のクローズドなサイトを、アンケートウェブサ

ービスの Surveymonkey を使用して構築した。

調査は、2019 年１月 15 日〜25 日に実施し、ア

ンケート結果を回収して分析を行った。 
質問紙は、本研究班で独自に作成した無記名

の自記式質問紙を使用した。調査項目は基礎属

性、MSM における A 型肝炎流行の認知の有

無、A 型肝炎の予防啓発の認知、A 型ワクチン

接種に関する項目、全 31 問で構成し、３分以内

で回答できるものとした。 
分析対象は、①自認する性別を男性と回答し

かつ、②生涯に男性とのセックス経験がありと

回答した者であり、③居住地が日本国内でない

回答者は除くとした。 
 
(倫理面への配慮) 
流行情報の広告を行う際には、セクシャルマイ

ノリティへのバッシングにつながるリスクも念

頭におき、情報発信の範囲を広げすぎない等の

注意を払って行われた。アンケート調査におい

ては、個人情報を保護するために、本調査専用

のクローズドなサイトが構築された。また、本

研究によって得られた情報については、社会的

な影響も考慮して慎重に扱い、対象者への迅速

な還元に努めた。 
 
C 研究結果 
アンケート調査は、2019 年１月 15 日〜25 日

に実施した。回収総数は 4,809 件で、分析対象

となった回答者数は 4,709 件であった。回答者

の平均年齢は 39.0 歳(標準偏差 9.92、範囲 16
歳〜70 歳以上)で、そのうち 20 歳代が 3,246
件、30 歳代が 1,197 件、40 歳以上が 266 件とな

っていた。地方別の居住地の分布は、北海道 87
件、東北地方 125 件、東京都 1,024 件、東京都

を除く関東地方 698 件、中部地方 366 件、近畿

地方 504 件、中国地方 92 件、四国地方 39 件、

九州地方 311 件であった。（表１） 
以下に、年齢階級別の各調査結果をまとめる 
 
①A 型肝炎の予防方法および 2018 年の流行の認

知(表２) 
｢A 型肝炎の予防にはワクチンを打つ必要があ

る｣ことについて｢知っている｣と回答したのが全

体で 41.1%だったのに対し、｢2018 年から東京

を中心に全国で、ゲイ・バイセクシュアル男性
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で A 型肝炎が流行している｣ことについて｢知っ

ている｣と回答したのは全体で 63.1%であり、流

行の認知について年齢別に見ると、20 歳代が

64.4%、30 歳代が 64.7%、40 歳以上が 48.1%だ

った。｢A 型肝炎の流行を知って取った行動｣で

は、全体の 5.0％(236 件)が A 型肝炎のワクチン

を打ったと回答した。全体でみると最も多かっ

たのが｢特にない｣の 26.7%で、｢ケツナメ(リミン

グ)をやめたり、避けた｣が 17.8%、｢手をよく洗

うようにした｣が 15.6%、｢セックス前にはシャ

ワーを念入りにした｣が 13.8%と続いた。 
 
②A 型肝炎のワクチン接種経験(表２) 

これまでに何らかのかたちで A 型肝炎のワク

チンを接種したことがあると回答したのは、全

体で 9.8%(462 件)で、20 歳代が 9.3%、30 歳代

が 11.8%、40 歳以上が 7.5%だった。 
未接種者で｢A 型肝炎のワクチンを打ちたいと

思ったことはあるか｣の回答では、全体で 37.6%
が｢ある｣と回答した。また未接種者がワクチン

を受けなかった理由として、全体でみると｢A 型

肝炎の予防にワクチンが必要なことを知らなか

った｣が 43.2%で最も多く、｢どこでワクチンを

打てばいいかわからないから｣が 25.8%、｢ワク

チンの値段が高いから｣が 24.8%、｢病院でゲ

イ・バイセクシュアルであると説明するのが面

倒だから｣が 22.0%、｢病院でワクチンを打つ理

由を説明するのが嫌だから｣が 19.5%、｢病院に

打ちに行くのが面倒だから｣が 18.6%と続いた。 
加えて未接種者を対象に、｢ワクチンを打つの

に、総額でいくらぐらいなら払うことができる

か｣を訊いたところ、全体では、最も金額設定の

小さい選択肢の｢5,000 円未満｣が 59.2%、｢5,000
円〜10,000 円程度｣が 32.7%、｢10,000 円〜

20,000 円程度｣が 5.2%、「20,000 円〜30,000 円

程度」が 2.9%であった。また金額の選択に、年

齢による差はほぼみられなかった。 
 
③A 型肝炎の資材の認知(表３) 

図１の啓発ビジュアルの認知について問う

と、全体で 65.2%(3,072 件)が｢見たことがある｣

と回答し、年齢別では 20 歳代が 69.5%、30 歳

代が 59.0%、40 歳以上が 41.1%と年齢差がみら

れた。資材を見た場所としては、全体でみる

と、｢GPS 機能付きゲイ向け出会い系アプリ｣が

最も多く 56.9%、｢ゲイバー｣が 7.3%、｢ハッテ

ン場｣が 7.2%、「twitter・Facebook などの

SNS」が 4.4%、｢ウェブサイト HIV マップ｣が

4.2%だった。 
 
④性行動(表３) 

｢過去６か月間の男性とのアナルセックス｣に

ついては、全体で 75.3%(3,531 件)が経験がある

と回答した。また「過去６か月間の男性とのア

ナルセックス時のコンドーム使用」について

は、全体で 30.4%が｢必ず使った｣と回答し、

15.6%が｢使わなかった｣と回答している。 
有料ハッテン場での性行動については、全体

でみると、｢フェラチオ(オーラルセックス)｣が
41.1%、｢アナルセックス｣が 35.6%、｢ケツナメ

(リミング)｣が 7.9%だった。 
 
⑤HIV 検査経験(表４) 

生涯受検経験は、全体で 75.3%(3,546 件)で、

20 歳代が 73.0%、30 歳代が 81.8%、40 歳以上

が 74.4%だった。一番最近の受検時期は、全体

でみると、｢過去６か月の間｣が 39.6%、｢過去６

か月より前〜過去１年の間｣が 15.0%、｢過去１

年より前〜過去３年の間｣が 21.2%、｢過去３年

より前｣が 24.1%だった。一番最近に受検した場

所は、全体でみると、｢保健所・保健センター｣

が 37.0%と最も多く、｢病院｣が 26.3%、｢診療

所・クリニック・医院｣が 11.2%、｢自宅/郵送検

査(HIV 検査キット)｣が 5.9%だった。 
 
⑥STI の罹患経験(表４) 
これまでに罹患したことのある STI について

は、全体でみると、｢毛じらみ｣をぬくと｢梅毒｣
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が最も多く 20.3%、｢B 型肝炎｣が 14.7%、｢クラ

ミジア｣が 12.7%、｢HIV 感染症｣が 10.9%、｢淋

病｣が 9.7%と続いた。｢A 型肝炎｣は全体で

6.5%(305 件)で、20 歳代が 5.7%、30 歳代が

8.4%、40 歳以上が 7.5%だった。なお｢梅毒｣に

ついて年齢別にみると、20 歳代が 16.8%、30 歳

代が 28.8%、40 歳以上が 25.6%だった。 
 
D 考察 

A 型肝炎は、一般的には食品を介しての感染

するウイルス感染症として知られている。しか

し、MSM を中心とした性感染症でもあるという

事実を理解している人は少ない。MSM において

は、性行為の中で手指を介して間接的に便が口

に入る場合だけでなく、肛門周囲を直接舐める

行為、あるいは多人数による性行為で男性器を

舐めるオーラルセックス等によっても、A 型肝

炎ウイルスが感染する可能性がある。 
また、A 型肝炎に感染した人においては、発

症する前からウイルスが便中に排出される。そ

して、２～７週間という比較長い潜伏期間で発

症し、症状が改善した後もしばらくはウイルス

の排出が持続する。したがって、一度大きな流

行が始まってしまうと、その終息までには長期

間を要することも特徴である。 
我が国においても、1998～1999 年に MSM の

中での A 型肝炎の大きなアウトブレイクがあっ

たが、全国各地での流行が終息するまでには長

い期間を必要とした１）。また近年も、台湾での

大規模な流行２）、欧州や米国での流行３）など

の報告もあり、MSM における A 型肝炎は、長

期に流行が続く重要な性感染症と考えられるよ

うになっている。 
本研究では、コミュニティセンターなどの

MSM への支援団体との連携によって、MSM に

おける A 型肝炎アウトブレイクへの緊急対応を

行った。性感染症の流行する環境は時代ととも

に大きく変化してきており、その多くの情報

が、雑誌、ウエブページ、SNS 等で、より広く

急速に発信されるようになっている。したがっ

て、今回のＡ型肝炎の対策をすすめる中では、

現代の環境に合った情報提供法を確立するため

に、医学的情報や予防方法などを、より迅速に

ハイリスク層へ伝える方法が検討され、対象に

合った情報をまとめたチラシ等の作成、ホーム

ページ・スマホアプリ・SNS 等を利用した情報

拡大などの様々な対策が行われた。図２は、

2018 年の国内における A 型肝炎の流行と、本研

究班による MSM 向けの啓発開始時期を掲載し

たグラフである。今回の流行においては、過剰

な報道によるゲイバッシングの発生リスクや、

ワクチン不足を防ぐ目的で、行政からは一般向

けの A 型肝炎流行の啓発をほとんど行っていな

い。したがって、MSM の中でも特にハイリスク

の個人が利用する媒体等を利用した迅速な啓発

対策が効果的であった可能性があった。 
そこで今回、実施された A 型肝炎の流行への

対策について、どのような取り組みが最も感染

リスクの高い層に届くかなど、全国で行った啓

発の効果評価を行うことを目的として、ゲイ・

バイセクシュアル男性向けの GPS 機能付き出会

い系アプリを利用したアンケート調査を実施し

た。 
この調査結果によって、MSM 向けに集中的に

行う、A 型肝炎などの性感染症に関するアラー

トの効果評価や、A 型肝炎のワクチン接種の実

態の把握などの様々な結果が得られた。これら

の結果は、今後の MSM における感染症のアウ

トブレイク時の広報立案に役立てることができ

るだろう。更に、今後の MSM における性の健

康の増進に必要な内容の検討につなぐことも期

待できると考えられた。 
性感染症の流行拡大への緊急対応としては、

情報伝達の迅速性が重要な課題であった。その

一方で、便を介して性行為で感染するという A
型肝炎の情報を伝える際には、ゲイバッシング

につながるリスクも念頭におき、ハイリスク層

へ集中して情報が流れるような配慮も必要とさ
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れた。したがって、この A 型肝炎の流行対策に

おいては、現場コミュニティとつながっている

NPO 等との密接な連携が重要なポイントとなっ

ていた。 
E 結論 

本研究では、MSM における A 型肝炎の流行

への緊急対策を行うことで、流行する性感染症

における医学的情報や具体的な感染予防策など

を、より迅速にハイリスク層へ伝える方法を検

討することができた。 
今回の効果評価のために行ったアンケート調

査の結果は、今後の MSM における感染症のア

ウトブレイク時の広報立案にも有用であり、性

の健康の増進に必要な内容の検討につなぐこと

も期待できると考えられた。 
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９）
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１０）錦信吾 柳澤如樹 佐々木秀悟 関谷綾子

関谷紀貴 菅沼明彦 味澤篤 今村顕史

が疑われ、抗 療法にて改善を認めた

感染者の１例 感染症学雑誌

１１）福島一彰 柳澤如樹 佐々木秀悟 関谷綾

子 関谷紀貴 菅沼明彦 味澤篤 今村顕

史 眼症状を契機に梅毒と 感染の合併が

判明した 例 感染症学会誌

学会発表

１）今村顕史 Ａ型肝炎の流行におけるハイリス

ク層への効果的な啓発方法の検討 日本エ

イズ学会、 年、大阪

２）岩橋恒太 荒木順子 木南拓也 鈴木敦大

生島嗣 堅多敦子 今村顕史 ゲイ・バイ

セクシュアル男性に向けた Ａ型肝炎の注意

喚起から見えること 〜 コミュニティセン

ター を 基点とした経験から 日本エイ

ズ学会、 年、大阪

３）今村顕史 梅毒啓発を利用した新たなＨＩＶ

受検勧奨法についての検討 日本エイズ学

会、 年、東京

H 知的所有権の出願・登録状況（予定を含む）

①特許取得

なし

②実用新案登録

なし

③その他

なし
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表 年齢別 対象者の基礎属性（１）

北海道
東北地方
東京都
東京都除く関東地方
中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方

日本
外国 Overseas

男性
その他

ゲイ（男性同性愛者）
バイセクシュアル（両性愛者）
ヘテロセクシュアル（異性愛者）
わからない
決めたくない
その他 (具体的に)

会社員(正社員)
会社員(契約社員)
公務員
自営業・自由業
会社役員・経営者
パート・アルバイト
学生
無職
その他 (具体的に)

ゲイバー
ゲイナイト・クラブイベント
ゲイショップ
ゲイ向けサークル
ゲイのホームパーティ・飲み会
GPS位置情報付きアプリ（9monsters）
twitter、FacebookなどのSNS
ＰＣ出会い系サイト
エロ系SNS(HuGsなど)
ゲイの乱交パーティー
有料のハッテン場
野外のハッテン場
ハッテン場で有名な銭湯・プールなどの施設
LGBT関係のボランティア
いずれもない

40歳以上 合計
有意差

現在の職業

過去6か月使用施設（複数回答）

29歳まで 30-39歳

現在の居住地

あなたの出身国はどこですか？

あなたの性別を教えてください

あなたは以下のどれにあてはまりますか？
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表２ 年齢別 対象者の予防啓発 型肝炎の流行の認知（１）

知っている
はじめて聞いた

知っている
はじめて聞いた

A型肝炎のワクチンを打った
医者など専門家に相談をした
ケツナメ(リミング)をやめたり、避けた
シャワー浣腸を特にていねいにした
手をよく洗うようにした
セックス前にはシャワーを念入りにした
セックスをする回数を減らした
ハッテン場に行く回数を減らした
特にない
その他 (具体的に)

ある
ない

ある
ない

ある
ない

A肝予防にワクチンが必要なことを知らず
ワクチンの値段が高いから
体をよく洗うなど、他の予防方法で十分だ
どこで打てばいいのかわからないから
打ちに行く時間がないから
病院に打ちに行くのが面倒だから
病院で打つ理由を説明するのが嫌だから
病院でゲイ・バイセクシュアルであると説明
A型肝炎に感染する可能性が低そうだから
どれくらい効果があるのかわからないから
ワクチンを打つ前にすでにA型肝炎にかかった
特に理由はない
その他 (具体的に)

5,000円未満

5,000円〜10,000円程度

10,000円〜20,000円程度

20,000円〜30,000円程度

A型肝炎の流行を知ってとった行動（複数回答）

29歳まで 30-39歳 40歳以上 合計
有意差

A型肝炎のワクチンを打ったことがない方へ　ワクチンを打つのに、総額でいくらぐらいなら払うことができますか？

A型肝炎ワクチン未接種者限定　打たなかった理由は何ですか？（あてはまるものすべて）

A型肝炎の予防にはワクチンを打つ必要があることを知っていましたか？

A型肝炎ワクチン未接種者限定　A型肝炎のワクチンを打ちたいと思ったことはありますか？

これまでにA型肝炎のワクチンを打ったことはありますか？

過去6か月に、ゲイ・バイセクシュアル男性の友だちとA型肝炎について話をしましたか？

昨年(2018年)から東京を中心に全国で、ゲイ・バイセクシュアル男性でA型肝炎が流行していることの認知
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表 年齢別 年齢別 型肝炎に関する資材認知（２）と性行動

ある
ない

ゲイバー
ハッテン場
コミュニティセンター
病院・クリニック
保健所・公的検査機関
ゲイ雑誌Badi
コミュニティペーパー
9monstersでのバナー
ウェブサイト「HIVマップ」
twitter、FacebookなどのSNS
その他 (具体的に)

ある
していない

コンドームを必ず使った
使うことが多かった
使わないことが多かった
使わなかった

有料のハッテン場でどのような行為を行いましたか？（あてはまるものすべて）
過去6か月間にハッテン場には行っていない
フェラチオ
ケツナメ(リミング)
アナルセックス
いずれの行為もしていない
その他 (具体的に)

有意差

過去6か月間に男性とアナルセックス経験

aktaの肝炎資材を見た場所（複数回答可）

aktaのA型肝炎資材の認知

過去6か月間のアナルセックスでのコンドーム使用

合計29歳まで
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表４ 年齢別 検査受検行動と 罹患

ある
ない

過去6か月の間
過去6か月より前〜過去1年の間
過去１年より前〜過去3年の間
過去3年より前

病院
診療所・クリニック・医院
保健所・保健センター
南新宿検査・相談室
chot CAST なんば
イベント検査・臨時検査会
自宅/郵送検査（HIV検査キット）
HIV check（東京/akta）
その他 (具体的に)

梅毒
A型肝炎
B型肝炎
C型肝炎
クラミジア
尖圭コンジローマ
淋病
HIV感染症
赤痢アメーバ
毛じらみ
性器ヘルペス
いずれもない
その他 (具体的に)

生涯でのHIV検査(エイズ検査)経験

一番最近にHIV検査(エイズ検査)を受けた時期

一番最近にHIV検査(エイズ検査)を受けた場所

これまで罹患したSTI（あてはまるものすべて）

29歳まで 合計
有意差
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図１ 型肝炎の 向け啓発ポスター・チラシ
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